
「 」の つかいかた



(１) つぎの 文の 中から、かぎ（「 」）のつか

いかたが 正しい ものを ひとつ えらびま

しょう。

① 花を 見て 「きれいだなあ。と」思いました。
お も

② 花を 見て 「きれいだなあ。」と思いました。
お も

③ 花を 「見て きれいだなあ。」と思いました。
お も



(２) つぎの 文の 中から、かぎ（「 」）のつか

いかたが 正しい ものを ひとつ えらびま

しょう。

① じゃあね。「また あした。」と言って わかれました。
い

② 「じゃあね。」また あした。 と言って わかれました。
い

③ 「じゃあね。また あした。」と言って わかれました。
い



(３) つぎの 文の 中から、かぎ（「 」）のつか

いかたが 正しい ものを ひとつ えらびま

しょう。

① 「これは いくらですか。 と店の 人|に たずねる。
みせ

② 「これは いくらですか。」と店の 人に たずねる。
みせ

③ 「これは」 いくらですか。 と店の 人に たずねる。
みせ



(４) つぎの 文では、どこから どこを かぎ

（「 」）でかこんだら よいですか。

ひとつ えらびましょう。

（ア）田中さんは（イ）いつも ぼくに、（ウ）こん

にちは。（エ）と あいさつして くれます。

① ウ から エ ② イ から エ

③ ア から エ ④ ア から ウ



(５) つぎの 文では、どこから どこを かぎ

（「 」）でかこんだら よいですか。

ひとつ えらびましょう。

天気が（ア）わるいので、（イ）出かけるのは

やめよう。（ウ）ぼくは そう（エ）きめました。

① ア から エ ② ア から イ

③ イ から エ ④ イ から ウ



(６) つぎの 文では、どこから どこを かぎ

（「 」）でかこんだら よいですか。

ひとつ えらびましょう。

（ア）ぼくは（イ）お父さん（ウ）ゆうえんち
と う

につれていってよ。（エ）と たのみました。

① イ から エ ② ウ から エ

③ イ から ウ ④ ア から エ



(７) つぎの 文では、どこから どこを かぎ

（「 」）でかこんだら よいですか。

ひとつ えらびましょう。

（ア）となりの（イ）町まで ひとりで 行け
い

るかな。（ウ）と ぼくは（エ）思いました。
お も

① イ から ウ ② ア から ウ

③ イ から エ ④ ア から エ



(８) つぎの 文では、どこから どこを かぎ

（「 」）でかこんだら よいですか。

ひとつ えらびましょう。

のぼるくんが 「あとで やきゅうを しよう。」

とさそって きたので、（ア）ぼくは（イ）うん。

（ウ）いいよ。（エ）と（オ）答えました。
こ た

① イ から オ ② ウ から エ

③ ア から エ ④ イ から エ



(９) つぎの 文では、どこから どこを かぎ（「 」）

でかこんだら よいですか。ひとつ えらびましょう。

まりちゃんが 言いました。「公園で あそぼうよ。」
い こ う え ん

（ア）じゃあ（イ）三時に（ウ）行くね。（エ）と
じ い

わたしは（オ）すぐに 答えました。
こ た

① ア から エ ② イ から エ

③ ウ から エ ④ ア から オ



(10) つぎの 文では、どこから どこを かぎ（「 」）

でかこんだら よいですか。ひとつ えらびましょう。

（ア）わかる 人は （イ）手を 上げて。（ウ）先

生が 言いました。（エ）みんなは 「はい。」と
い

言って 元気よく 手を 上げました。（オ）
い げ ん き

① エ から オ ② イ から ウ

③ ア から イ ④ ア から ウ


